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賞 部門 住 所 氏 名 作 品 

宗祇常縁賞 俳句 高鷲町 山田美奈子 しあはせのかたち夫婦で柿剥くも 

郡上市文芸祭賞 現代詩 徳島県 谷本良裕 ぼんやりと 

郡上市長賞 現代詩 三重県 藤川六十一 僕はあなた 

郡上市教育長賞 現代詩 中津川市 西尾嘉浩 苛められっ子の母の眼鏡 

郡上市文化協会長賞 現代詩 東京都 野上卓 人を殺すこと 

郷土文化誌 
「郡上Ⅱ」賞 

現代詩 大和町 簱里紗 「好きなもの」 

入 選 現代詩 佐賀県 古賀由美子 デート 

入 選 現代詩 東京都 小林和子 「四十九日」 

入 選 現代詩 北海道 佐藤信太 いろんなレモン 

入 選 現代詩 神奈川県 前田尚吾 「錆の香り」 

郡上市文芸祭賞 短歌 中津川市 西尾房子 
競技まへ髪を束ねし少年が「ヘアドネーショ
ンする」とはにかむ 

郡上市長賞 短歌 大阪府 秋吉和紀 
いつまでも完成形を模索する子らの積み木の
サグラダ・ファミリア 

郡上市教育長賞 短歌 中津川市 西尾嘉浩 
道長の文の書体はやはらかく平安の恋おぼろ
に浮かぶ 

郡上市文化協会長賞 短歌 飛騨市 江尻恵子 
自販機の明かり際立つ無人駅闇の向こうの電
車を待ちぬ 

郷土文化誌 
「郡上Ⅱ」賞 

短歌 美並町 河合利子 
戦闘機輸出するとふ薄暗き廊下の奥に戦争が
ゐる 

入 選 短歌 愛知県 内藤よし胡 
雨上り西日差す道眩しくて歌う幼と薬局へ行
く 

入 選 短歌 各務原市 後藤良一 
階段を二つまたいでころげ落つこんな筈では
なかったわたし 

入 選 短歌 香川県 岩本稔 
姉ちゃんの雛壇の隅弟のウルトラマンの人形
の立つ 

入 選 短歌 愛知県 酒井礼子 
冗談と本気の度合計りかね螺旋階段に曇り空
見上ぐ 

入 選 短歌 八幡町 末松恵子 
三歳児の置き去り事件に涙出る「水筒のお茶
飲み干していた」 

入 選 短歌 関市 臼井八十美 
酒呑みの仕草は十八番(おはこ)か「一之輔」の
話芸に酔いて呑みし心地す 

入 選 短歌 大分県 馬場美江 
石段に浮き輪並べて立て置いて海パンの子ら
川瀬に遊ぶ 

入 選 短歌 岐阜市 舟坂均 
音もなく止めどなく降る春の雨厨の妻は明日
の米研ぐ 

入 選 短歌 愛知県 斉藤浩美 
豆ごはん炊けば昭和の匂いしてみんながみん
なよく働いた 
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入 選 短歌 飛騨市 横山美保子 
忘れいしダンボールの中猫を抱く夢二の描き
し女性に出会う 

入 選 短歌 瑞穂市 馬渕貞三 
睡蓮の緩みし蕾風受けて咲きし大花水面を飾
る 

入 選 短歌 岐阜市 大栗紀美子 
焦げつきは沸騰した湯で洗えという結句七文
字湯がまだ沸かぬ 

入 選 短歌 愛知県 横井和幸 
競うこともう何もなし今日ひとり備中ふり上
げ天地返しす 

入 選 短歌 神奈川県 井上靖 
うづ高く電池パックが積まれをり世情よぎり
て弾丸に見ゆ 

入 選 短歌 愛知県 横井美幸 
出身地聞かれて嬉し大げさにリズムに乗って
踊る「かわさき」 

入 選 短歌 可児市 水谷広海 
待ち受けはカリフォルニアの青き空自宅勤務
の朝の始まる 

入 選 短歌 福井県 栗波洋子 
玄関に春を告げ来る朝の風金の音色や熊よけ
の鳴る 

入 選 短歌 大阪府 髙木綾乃 
熱帯夜曽根崎通りに群れ泳ぐお初徳兵衛知ら
ぬ若人 

入 選 短歌 関市 安藤金則 
手作りのドレッシングかけあの緑食べたいや
うな今朝の山なみ 

入 選 短歌 和歌山県 辻本晴美 
偕老(かいろう)を願い妻買う赤べこは頷きなが
ら今朝も見送る 

入 選 短歌 愛知県 大川宝香 
席替えのくじ引きの手は汗まみれ友達よりも
好きな子の横 

入 選 短歌 群馬県 外丸幸子 
妣のゐる郡上八幡行きのバスエンドロールの
やうな夕焼け 

入 選 短歌 八幡町 飯沼麻奈美 
髪切りて重い荷物を捨てていくそんな気持ち
になれぬ日もある 

入 選 短歌 東京都 谷本千絵 
持ち主とはぐれた傘が集まって誰かが描いた
絵になりすます 

入 選 短歌 兵庫県 山本みさよ 
呼気深く憂いを吐けば星空に立ち上りゆく二
酸化炭素 

入 選 短歌 東京都 臼井芳 
水切りの石跳ねてゆく卒業のまた明日とは言
えない響き 

入 選 短歌 海津市 森圭子 
人事異動の紙面に風がかよい来て友の子ども
の昇進気づく 

入 選 短歌 岐阜市 根本英治 
能登鉄の全通復旧大見出し小（ち）さく断水い
まだ続くと 

入 選 短歌 神奈川県 髙橋愛花 
足の爪が長いと言ってくる母がいないという
こと一人暮らしは 

入 選 短歌 長野県 穂苅真泉 
約束を覚えていたのか今日ひとつ明日またひ
とつと雪兎くる 

入 選 短歌 兵庫県 深瀬敦己 
新クラスはじめましてと話しかけまだ距離が
ある四月のおわり 

入 選 短歌 兵庫県 川畑莉琉 
午前２時ベランダに出て空を見る大きな月が
私を照らす 

郡上市長賞 俳句 白鳥町 野村幸子 ご近所も加はり迎へ入学児 
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郡上市教育長賞 俳句 高山市 大下雅子 子に初のかまくらといふ別世界 

郡上市文化協会長賞 俳句 高山市 矢嶌順子 初螢けふの無聊をなきことに 

郷土文化誌 
「郡上Ⅱ」賞 

俳句 白鳥町 猪俣通子 閉校の朝へ名残りの雪舞へり 

入 選 俳句 奈良県 渡辺勇三 見るだけの子らに囃され金魚売 

入 選 俳句 愛知県 長坂福夫 着ぶくれし鏡の我に笑みこぼれ 

入 選 俳句 可児市 金武美 下駄の歯の減るは嬉しや盆踊 

入 選 俳句 高山市 藤垣恵子 又籠る他なく眺め春の雪 

入 選 俳句 愛知県 斉藤浩美 追ひ越すということはせず花の径 

入 選 俳句 白鳥町 蓑島みさ子 大寒や地震の地の人案じられ 

入 選 俳句 八幡町 筒井弘子 増えて来し観光客に町薄暑 

入 選 俳句 埼玉県 岡田孝道 初雪やそれぞれ違ふ靴の跡 

入 選 俳句 東京都 羽住博之 山小屋の寝るには惜しき星月夜 

入 選 俳句 可児市 本多安子 女踊り白き二の腕高くあげ 

入 選 俳句 可児市 村井義典 杣人の打ち込む斧や風光る 

入 選 俳句 白鳥町 本田節子 元日の地震に日常奪はれし 

入 選 俳句 高山市 鈴口富彦 被災地の崩れし屋根に春の雪 

入 選 俳句 高山市 楢本洋子 ヨーヨーをさげ祭見の帰りらし 

入 選 俳句 高山市 原田尚子 花よりも老幹に目を奪はれし 

入 選 俳句 岐阜市 長谷部千惠 闇といふほたるの舞台ありにけり 

入 選 俳句 八幡町 井藤澄子 代々の思ひを繫ぎ雛飾る 

入 選 俳句 白鳥町 日置砂代子 鯉幟揚がり活気の生まれけり 

入 選 俳句 高山市 上野富子 どたばたとブレークダンス孫の春 

入 選 俳句 東京都 新濃健 臥す妻へ庭の土筆を空き瓶に 

入 選 俳句 愛知県 秋山絹代 職退きて明るき色の夏帽子 
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入 選 俳句 福岡県 福永惠美 どんたくや動き覚えてゐる手足 

入 選 俳句 八幡町 上田芳子 難題をかかへし夫へ温め酒 

入 選 俳句 八幡町 小林与志夫 母と娘のおしゃべりやまず春炬燵 

入 選 俳句 高山市 佐藤智子 終活のセミナー案内来て秋思 

入 選 俳句 和歌山県 中島紀生 父の日や勝ち逃げされし腕相撲 

入 選 俳句 愛知県 山口勝行 草笛も教はり僻地教師たり 

入 選 俳句 白鳥町 三島睦子 新涼の朝よ幾度も深呼吸 

入 選 俳句 白鳥町 谷口恒子 下駄の音楽し拝殿踊りかな 

入 選 俳句 愛知県 小林清余詩 サイパンの石を納めし墓洗う 

入 選 俳句 福井県 小林陸人 雪解川峡を出てよりゆるやかに 

入 選 俳句 白鳥町 瀧下千江子 先がけて河津桜の咲き誇り 

入 選 俳句 兵庫県 板橋胡春 友の声ひびく校庭桜まふ 

入 選 俳句 白鳥町 角眞智子 丁寧に戦死の父の墓洗ふ 

入 選 俳句 八幡町 石田喜造 給はりし人を偲びつ武具仕舞ふ 

入 選 俳句 長崎県 三好立夏 母在りてこその古里花卯木 

入 選 俳句 長崎県 三好勝利 背振嶺の裾野豊かに麦の秋 

入 選 俳句 愛知県 各務桂子 山笑ふ飛騨の稜線高からず 

郡上市文芸祭賞 川柳 滋賀県 別役昌子 頑張りに「いいね！」下さる療法士 

郡上市長賞 川柳 岡山県 八木五十八 平均という影の無い群れにいる 

郡上市教育長賞 川柳 関市 斉藤一 メールには父に内証と但し書 

郡上市文化協会長賞 川柳 愛知県 酒井礼子 泣き顔を見上げる犬に笑いかけ 

郷土文化誌 
「郡上Ⅱ」賞 

川柳  該当なし  

入 選 川柳 東京都 山田友和 家族たびスマホに詰めたハイライト 

入 選 川柳 中津川市 西尾房子 奥様が不知火型でなさるヨガ 
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入 選 川柳 大野町 宇野格司 震災と侵攻の跡似て空し 

入 選 川柳 岐阜市 田中恭司 定年を迎え就活入社式 

入 選 川柳 神奈川県 中澤仁捷 いい色の友に染まれよランドセル 

入 選 川柳 美濃加茂市 小林久子 人生も終盤なのにまだ惑う 

入 選 川柳 関市 八木幸美 老社長閉店セールレジを打つ 

入 選 川柳 大阪府 太田省三 英霊と呼ばれた墓が消えてゆく 

入 選 川柳 愛知県 大江豊 自転車のメット選びで日が暮れぬ 

入 選 川柳 揖斐川町 藤田晃子 中立な孫の言葉にほだされる 

入 選 川柳 長野県 穂苅真泉 子らが来る敬老の日の白髪染め 

入 選 川柳 徳島県 谷本良裕 給食のデザート消える物価高 

入 選 川柳 神奈川県 前田美知子 大欠伸堂堂とするワンルーム 

入 選 川柳 埼玉県 関根一雄 手間かかる仕事残したまま異動 

入 選 川柳 神奈川県 下村修 ＡＩに政治任せる選択肢 

入 選 川柳 京都府 酒井明 おそがいでそろそろ運転やめとくれ 

入 選 川柳 各務原市 長縄治元 希望校合格掲示名前なし 

入 選 川柳 笠松町 堀敏雄 サンプルに魅せられ水に魅了され 

入 選 川柳 愛知県 山田和彦 頭髪が何故か気になるクラス会 

入 選 川柳 兵庫県 田中康奨 授業中夢に入ってペン落ちる 

入 選 川柳 兵庫県 中西知陽美 数学のノート展けば美術館 

入 選 川柳 兵庫県 長谷海路 人混みに埋もれてしまう孤独感 

入 選 川柳 兵庫県 祗園心音 教室でテニスコートの打音聴く 

入 選 川柳 兵庫県 池田菜々花 褒められてはにかみながら照れ隠し 

入 選 川柳 兵庫県 松浦綾音 テスト後にたまったドラマ忙しい 

入 選 川柳 兵庫県 北村友乃 梅雨になり髪がうねうね嫌(や)な季節 
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入 選 川柳 兵庫県 菱田龍 食べたいが我慢だ我慢ダイエット 

郡上市文芸祭賞 狂俳 八幡町 山内容子 上出来 優しさ溢る子に育つ 

郡上市長賞 狂俳 八幡町 山内君華 夕 立 闇に閃光城浮かす 

郡上市教育長賞 狂俳 関市 加藤ふさ子 美しい 青春の艶恋秘める 

郡上市文化協会長賞 狂俳 揖斐川町 清水亮鳴 美しい 弥勒菩薩が笑み給う 

郷土文化誌 
「郡上Ⅱ」賞 

狂俳 白鳥町 猪俣訓子 美しい 木々濃淡の緑増す 

入 選 狂俳 岐阜市 渡邉英子 美しい 宗祇水夏月浮かぶ 

入 選 狂俳 関市 横井鳳仙 上出来 坊の俳句に味がある 

入 選 狂俳 可児市 丸山重司 美しい 芽吹く緑が柔らかい 

入 選 狂俳 岐阜市 丹羽三七九 美しい 郡上踊りの手が揃う 

入 選 狂俳 岐阜市 服部乃梨子 美しい 清い心が所作に浮く 

入 選 狂俳 高山市 酒井茂子 上出来 器に合った余生漕ぐ 

入 選 狂俳 八幡町 遠藤悟 上出来 金風揺らす穂が重い 

入 選 狂俳 各務原市 神野智恵子 美しい 可憐な乙女恋秘める 

入 選 狂俳 八幡町 河手裕武 美しい 積翠城が雲に浮く 

入 選 狂俳 各務原市 中野斌夫 夕 立 萎えた向日葵生き返る 

入 選 狂俳 大分県 馬場美江 美しい 禅寺の月が松照らす 

入 選 狂俳 岐阜市 小川範子 夕 立 水遊びの子帰路急ぐ 

入 選 狂俳 関市 土屋玲子 美しい 新芽出揃い畑飾る 

入 選 狂俳 川辺町 桜井いね子 上出来 春野菜近所に配る 

入 選 狂俳 神戸町 早津郁男 美しい 沈む夕日に息をのむ 

入 選 狂俳 東京都 西原正恵 美しい 川辺の光蛍舞う 

 


